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【ボリュームオートメーションを書くケースの例】

1. 部分的に聞こえにくい部分を聴きやすくしたい場合

2. 特定のパートを一時的に大きく（または小さく）聴かせたい場合

3. ベースのレベルを安定させたい場合

4. ノイズを除去したい場合


